飛島探鳥会　俳句大会　　平成１７年５月７日～９日

最優秀賞

マミジロが　ちょっとだけよと　顔を出し　　石井二郎

優秀賞

海荒れて　くやしさ紛らす　野天風呂　　　　長沼　孝夫

春荒れて　渡る飛島　千鳥足　　　　　　　　山根　靖正

新緑に　色彩やかな　ルリビタキ　　　　　　小林　初枝

荒海や　鳥が呼んでる　初夏の島　　　　　　大西　周

鳥のかず　十二単（ひとえ）と　競い合い　　海老原龍夫

優良賞

荒海に　白く光るは　アマドコロ　　　　　　笹島　鈴江

ムギマキの　姿さがして　ダムの道　　　　　吉田　友子　

ハヤブサに　緊張みなぎる　ヒヨドリ渡り　　多々納三男

春雨に　本間邸の庭　輝きて　　　　　　　　海老原龍夫

るり色に　光る姿や　柿若葉　　　　　　　　海老原龍夫

海猫の　乱舞して居り　初夏の浜　　　　　　大西　周

帰る前　我と愉しむ　渡り鳥　　　　　　　　遠藤　秀雄

カシラダカ　わが庭よりも　濃くなりて　　　吉田　友子

キビタキや　ルリが飛び交う　ダムの森　　　海老原龍夫

欠航し　鳥見出来ずに　美術館　　　　　　　長沼　孝夫

波しずか　小鳥も歌う　波間かな　　　　　　笹島　鈴江

菜の花に　浮かぶ鳥海山　響くツツドリ声　　多々納三男

佳作

鳥海の　残雪バックに　鳥を追う　　　　　　山根　靖正

オオルリに　導かれては　後を追い　　　　　笹島　鈴江

人情に　ふれて楽しや　探鳥会　　　　　　　多々納三男

鳥を見て　肴と酒で　とびの島　　　　　　　海老原龍夫

オオリリが　道案内する　飛の島　　　　　　海老原龍夫

元気でね　声をかけたし　オオルリに　　　　　篠崎　富哉

山形道　残雪割りて　桜咲く　　　　　　　　　篠崎　富哉

トビ島に　オオルリ追いかけ　ポーズお願い　　増田　正昭

鳥紀行　全身が痛い　トビ島の旅　　　　　　　増田　正昭

思いでは　人情深き皆様との　トビ島の旅　　　増田　正昭

飛島の　校庭の森　ブッポウソウ　　　　　　　加藤　元廣

ブッポウポウ　見下ろす島の　中学校　　　　　加藤　元廣

緑なす　鶴舞園に　小椋啼く　　　　　　　　　加藤　元廣

風渡る　寒河江の　ポストモニュメント　　　　加藤　元廣

久々に　飛島で出逢う　キビタキよ　　　　　　小林　初枝

いつの日の　船酔い忘れ　鳥遊び　　　　　　　遠藤　秀雄

幾年と　姿夢見し　ヤツガシラ　　　　　　　　遠藤　光子

ヤツガシラ　夢を求めて　三度（みたび）来た　山崎　恒夫

渡り鳥　まだ飛島の　北がある　　　　　　　　山根　靖正

荒海を　乗り越え着きし　飛島で　野鳥を求め　のらくら歩む　斉藤　玲子

ふいに現れる　オオルリに　さてピントはあっているかな　斉藤　玲子

四谷ダム　オオリリ行ったり　来たりかな　　　大西　周

荒崎の　落ち着ける場所　ありにけり　　　　　大西　周

飛島は　中継地点　夏の鳥　　　　　　　　　　大西　周

飛島の　天空を舞う　カモメかな　　　　　　　矢野　進

冬鳥と　夏鳥の行きかう　ちさき島　　　　　　矢野　進

飛島や　色あざやかな　オトリたち　　　　　　石井　二郎

コマドリの　声高らかに　走馬灯　　　　　　　関川　紘

マミジロを　来年こそは　見てみたい　　　　　長沼　孝夫

ブッポウポウ　今度来るまで　お預けに　　　　長沼　孝夫

来年は　酒田の海よ　微笑んで　　　　　　　　長沼　孝夫

選者選秀作

キビタキに　魅せられて廻る　飛島（しま）の道　　海田　征夫

飛島は　鳥と人とを　結ぶ島　　　　　　　　　　　矢野　進

腰にかご　林を出（いで）し　わらび採り　　　　　加藤　元廣
